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■計画の基本情報

H 29 ～ R 3

亀山市ICT利活用計画に関する実績等報告書（平成30年度）

位置付け

　本計画は、高度情報通信ネットワーク社会形成基本法第11条に基づき、高度情
報通信ネットワーク社会の形成に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、市域の
特性を生かした自主的な施策を策定し実施するための個別計画として位置づけて
おり、市の総合計画及び関係する分野別計画との整合を図るものとしています。

総合政策部 総務課

目的・概要

計画期間 年度

　これまでの計画の成果や課題を踏まえながら、「第2次亀山市総合計画」の実現
をＩＣＴの面から下支えするとともに、急激かつ大幅な社会経済構造の変化に対し、
市のＩＣＴ利活用に新たな視点で取り組むため、「亀山市ＩＣＴ利活用計画」を策定
し、市のＩＣＴの効果的かつ効率的な利活用を進めます。

計画の骨格

基本理念
•新たな視点で“つなげる”ICTの利活用

この基本理念は、ICTをまちづくりの有効な手段と認識し、これまでにない新たな

視点で利活用することで、人と人、人と組織、組織と組織、人と組織と情報など、

様々な資源のつながり（ネットワーク）を生み出し、連携・協働による「市民力・地

域力が輝くまちづくり」を進めるためのものです。

•マイナンバーカードを活用した行政サービスの提供
•子育てワンストップサービスの推進
•多様な媒体を介した情報発信の充実
•多様な公金収納環境の整備
•地域医療連携システムの整備

ビジョン①

誰もが実感で
きる行政サー
ビスの実現

•行政情報オープンデータ化の推進
•市民・地域・行政が相互に情報交流できる仕組み
の構築

•シティプロモーション戦略の推進
•総合的な防災情報伝達システムの構築

ビジョン②

安全で活気あ
ふれる地域を
創る仕組みの
構築

•行政情報システムの安定稼働と業務改革
•「行政情報システム最適化指針」の適用
•学校教育におけるICT利活用の推進
•庁内ペーパレス化の推進

ビジョン③

スリムで持続
可能な行政運
営への変革
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■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（H30)単位

成果指標名

設定なし

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画推進
への寄与度

【平成30年度に実施した主な取組】
・地域医療連携システムの運用を開始
・行政情報のオープンデータを掲載した亀山市オープンデータサイトの運用を開始
・人事給与システムのクラウドコンピューティングによる運用を開始
・職員に配布している一人一台パソコンを更新
・小中学校に指導用のタブレット型パソコンを導入
・ごみの分け方・出し方が簡単に検索できるごみ分別辞典サイトの運用を開始
・未就学児の福祉医療費助成窓口無償化に対応するためのシステム改修
・地域まちづくり協議会におけるホームページ開設のための勉強会を開催
・マイナンバーカードを活用した、各種証明書のコンビニ交付導入に向けての検討

　地域医療連携システムの運用により、医療・介護の多職種連携強化が図れた。
　また、市民・地域・事業者による、新たな事業創造や課題解決に向けて、行政情
報オープンデータの運用を開始できた。
　さらに、人事給与システムをクラウド化したことにより、堅牢なデータセンターでの管
理やネットワークの二重化による情報セキュリティと業務継続が可能な仕組みが確
保できた。
　加えて、一人一台パソコンを更新したことにより、ウィンドウズ７のサポート終了に対
応するとともに、行政事務の効率化・迅速化の維持、向上を図ることができた。
　また、小中学校に指導用タブレットを導入したことにより、ＩＣＴを活用する場面が増
加し、児童生徒の学習への意欲感心を高め、主体的・協働的な授業展開を推進す
ることができた。

6.行政経営　(2)財産・情報の適正な管理・活用　①行政情報の適切な管理
　人事給与システムをクラウド化し、情報セキュリティの強化を図ったことで、行政情
報の適正な管理に繋げることができた。
　また、市民・地域・事業者による、新たな事業創造や課題解決に向けて、行政情
報オープンデータの運用を開始することができた。

　平成30年度に導入・更新等を計画していた事業について、人事給与システムのク
ラウド化や小中学校への指導用タブレットの導入など、概ね計画どおりに実施できた
が、今後、これらの事業の維持・継続にあたり、関連する制度の改正や情報通信技
術の進展など、ＩＣＴを取り巻く情勢の変化に柔軟に対応していく必要がある。

　継続事業については、ＩＣＴを取り巻く情勢の変化に柔軟に対応していくために、改
善が必要なものは、適宜改善を図りながら維持・継続していく。また、令和元年度以
降に導入・更新等を計画している事業については、今後の情勢を踏まえた十分な検
討を行った上で、計画的かつ円滑に実施していく。




































